鈴鹿市上水道工事の不注意事故及び指示違反に関する措置要綱

（目的）
第１条　この要綱は，鈴鹿市上下水道局が発注する上水道工事（以下「上水道工事」という。）の適正な施工を確保するため，有資格業者の不注意事故及び指示違反に関し必要な措置を定めることを目的とする。

（用語の定義)

第２条　この要綱において，次に掲げる用語の意義は，当該各号に定めるところによる。

（１）有資格業者　鈴鹿市契約規則（昭和41年鈴鹿市規則第18号）第３条第４項の規定に基づき入札参加資格者名簿に登録された業者のうち，鈴鹿市上水道工事請負業者格付要綱による格付を受けたものをいう。

（２）注意　該当工事について文書により行うものをいう。
（３）厳重注意　有資格業者が別表第１に掲げる基準要件のいずれかに該当する場合に，文書により行う措置をいう。

（４）改善命令　有資格業者が別表第２に掲げる措置要件に該当する場合に，改善を命ずる措置をいう。

（５）入札参加資格制限　有資格業者が別表第３に掲げる措置要件のいずれかに該当する場合に，同表に定めるところにより，期間を定めて条件付き一般競争入札への入札参加資格が制限される措置をいう。

（厳重注意）

第３条　鈴鹿市上下水道事業管理者（以下「管理者」という。）は，有資格業者が上水道工事において厳重注意に該当する場合は，情状に応じて当該有資格業者について措置を行うものとする。

（改善命令）
第４条　管理者は，有資格業者が上水道工事において改善命令に該当する場合は，情状に応じて当該有資格業者について措置を行うものとする。

２　前項の規定により改善命令を受けた有資格業者は，改善計画書に始末書を添付して管理者に提出しなければならない。　

（入札参加資格制限）

第５条　管理者は，有資格業者が上水道工事において入札参加資格制限に該当する場合は，情状に応じて当該有資格業者について措置を行うものとする。

（措置の通知）

第６条　管理者は，第４条第１項又は前条の措置を決定した場合は，改善命令書（第１号様式）又は入札参加資格制限通知書（第２号様式）により，当該有資格業者に通知するものとする。ただし，管理者が通知する必要がないと認める場合は，通知を省略することができる。

　（指名競争入札への適用）

第７条　指名競争入札については，第５条に規定する入札参加資格制限の措置を適用する。

（下請の禁止）
第８条　第５条の措置を受けている有資格業者は，措置期間中は上水道工事のいかなる下請もすることができない。ただし，当該有資格業者が入札参加資格制限の措置を受ける前に下請けしていた場合は，この限りでない。

附　則

　（施行期日）

１　この要綱は，平成１９年７月２日から施行する。

（経過措置）

２　この要綱の施行前に，不注意事故及び指示違反工事に対する処分基準の規定によりなされた厳重注意又は始末書提出の措置は，この要綱第３条の規定による厳重注意又は第４条第１項の規定による改善命令の措置を受けたものとみなす。
附　則（平成２９年４月１８日上下水道局告示第８号）
この告示は，公表の日から施行する。
別表第１(第２条，第３条関係)

	厳重注意
	基　　準　　要　　件

	
	ア　同一工事又は同一事項で２回の注意を受けた場合

	
	イ　不注意により管径５０ミリメートル以上の既設の配水管等を破損した場合（過去１年以内で１回目のとき。）

	
	ウ　既設管との連絡工事の完了が，規定の時間より３０分以上遅れた場合（過去１年以内で１回目のとき。）

	
	エ　施工上の事柄で，関係する住民に対し十分な説明等を行わずに施工したため苦情が発生した場合

	
	オ　仮設配管に漏水があった場合（通水時に発見され重大な問題にならなかったとき。）

	
	カ　その他不注意により重大な過失のあった場合

	
	備考

１　過去１年とは，新たに厳重注意が必要な事故等が発生した日を基準とした期間とする。

２　上記期間内における過去の厳重注意は，文書にて注意した日を基準とする。　


別表第２(第２条，第４条関係)

	改善命令
	措　　置　　要　　件

	
	ア　同一工事又は同一事項で３回以上の厳重注意を受けた場合

	
	イ　過去1年以内に６回以上の厳重注意を受けた場合

	
	ウ　新設管の通水時に漏水した場合

	
	エ　不注意により管径５０ミリメートル以上の既設の配水管等を破損した場合（過去１年以内で２回目以降のとき。）

	
	オ　既設管との連絡工事の完了が，規定の時間より３０分以上遅れた場合（過去１年以内で２回目以降のとき。）

	
	カ　重大な過失により仮設配管が漏水した場合

	
	キ　その他改善命令に相当する行為があったと管理者が認めた場合

	
	備考　

１　過去１年とは，新たに改善命令の措置が必要な事故等が発生した日を基準とした期間とする。

２　上記期間内における過去の厳重注意又は改善命令の措置は，文書にて注意又は命令した日を基準とする。　　


別表第３（第２条，第５条関係）の措置基準

	入札参加資格制限
	措　　　置　　　要　　　件
	措置期間

	
	ア　改善命令が過去２年以内で２回目の場合
	３０日

	
	イ　改善命令が過去２年以内で３回目の場合
	６０日

	
	ウ　改善命令が過去２年以内で４回目の場合
	９０日

	
	エ　無断で，既設管との連絡工事又は新設管の通水工事を行った場合
	３０日

	
	備考

　１　過去２年及び措置期間とは, 改善命令を決定した日を基準日とする。

　２　措置が重なった場合は，措置期間を重複させずに加算する。

　３　改善命令が５回目以降の場合は，１回につき措置期間を３０日加算する。


　　

第１号様式（第４条関係）

改善命令書
第号
年月日
　　　　　　　　　　様

鈴鹿市上下水道事業管理者　　　　　　　印

鈴鹿市上水道工事の不注意事故及び指示違反に関する措置要綱第４条第１項の規定により，上水道工事に関し，次のとおり改善を命じます。

記

１　改善命令の事由

２　改善命令の措置　　　　改善計画書に始末書を添付して提出のこと。

３　改善計画書の提出先　　

４　改善計画書の提出期限　命令日から７日以内

第２号様式（第５条関係）

入札参加資格制限通知書
第号
年月日
　　　　　　　　　　様

鈴鹿市上下水道事業管理者　　　　　　　印

鈴鹿市上水道工事の不注意事故及び指示違反に関する措置要綱第５条の規定により，上水道工事の入札参加資格の制限について，次のとおり通知します。

記

１　入札参加資格の制限期間

　　　　年　　月　　日　から　　　年　　月　　日　まで

２　入札参加資格の制限事由

